
 

 
 

大田小学校を主会場に、南海トラフ巨大地震（発生確率３０年以内６０～９０％）の発生が高まったとの想定で臨時情報の発表、更に地

震後の大雨などの複合災害を想定し、地域住民、自主防災会、防災関係機関及び施設管理者等の協力により、事故なく無事に実施すること

ができました。引き続き、関係機関や市職員等の意見を踏まえ、訓練内容を検証し、防災対策の強化を図ってまいります。 

１ 実施日時  令和８年１月２５日（日）９：００～１２：００ 

 

２ 参加機関  大田地区１１自主防災会、４３防災関係機関等 

 

３ 訓練会場  （主会場）大田小学校（下谷１４７１-１） 

        （副会場）消防署南分署（下谷１４９１）、大田公民館（１４７４-１）、中央備蓄倉庫（下糟屋３０３５-１）、 

東海大学医学部附属病院（下糟屋１４３）、伊勢原市役所（田中３４８）、 

             特養らんの里（沼目６-１２５７）、特養湘南けやきの郷（小稲葉１２８１）、 

              老健ほほえみの丘（下平間７００）、老健ききょう苑（沼目６－１２３７） 

 

４ 参加人数  合計 １，０３８人（令和６年度は１，１１１人） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

（事務担当は、危機管理課 ０４６３－９４－４８６５直通） 

内 訳 参加人数（人） 

地域住民（大田地区） ３２０ 

関係機関（防災関係機関、協定・事業所等） ３１７ 

一般（他地区自主防災リーダー含む） １８５ 

災害ボランティア、学校関係者（教職、生徒等）  ６８ 

市職員（地域対策部、応急対策活動班ほか） １２９ 

来賓・市議会議員ほか  １９ 

令和年度 市総合防災訓練実施結果 
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災害対策本部運営訓練 救出・救助訓練 道路啓開訓練 上水道復旧訓練 

     

医療救護所設置訓練 災害廃棄物処理訓練 浸水想定区域・水防訓練 応急危険度判定活動訓練 

     

初期消火訓練 応急給水訓練 市ＨＰ災害モード切替訓練 食料配給訓練 

主な訓練の様子（NO.1） 
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地震体験車 自然災害体験車 心肺蘇生法訓練 感震ブレーカー展示 

     

災害伝言ダイヤル操作訓練 避難所用具設営訓練 伊勢原警察・防災展示 災害時のペット対策（講話） 

       

災害時のペット対策（しつけ方） 民生委員児童委員・防災展示 緊急物資搬送連携訓練 市長講評・あいさつ 

主な訓練の様子（NO.2） 
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令和７年度総合防災訓練実施後アンケート結果 
◆実施日・場所     令和８年１月２５日（日曜日）・大田小学校 

◆対象者          地域住民（３２０人）、防災リーダー等（１８５人）    

◆アンケート回収率  ６６人（１３．０６％） 
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◇ アンケート結果から、女性の参加

率が過半数を超えています。今回

の訓練では、参加・体験型を盛り

込んだ訓練メニューを実施した結

果だと思われます。 

◇ 今後も、女性が防災に関心をもっ

てもらえるような訓練メニューを提

案してまいります。 

 
（２）年齢別 

◇ 年代別をアンケート結果から分析する

と、７０代が最も多く、次いで５０代という

結果でした。 

◇ 事前に大田小学校の児童に総合防災

訓練チラシを作成・配布した結果 10 代

の参加率（４．５％）がありました。 

◇ 若年層が防災に関心を持ってもらえる

ような訓練メニューを提案します。 
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◇ 男女別を年代で分析すると

男性は７０代が最も多い結果

となった。 

女性は５０代が最も多い結

果で 10 代、30 代、60 代で

も男性を上回る女性の参加

がありました。 
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問１ 訓練放送に合わせて「いっせい防災行動（シェイクアウト）訓練を実践しましたか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 防災無線放送（防災いせはら）は、聞こえましたか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇  過半数の方が、本訓練を「実施した」と回答しています。 

地震が起きたときに自身の身を守るための行動として 

「①まず低く、②頭を守り、③動かない」を身につけることを目的としていま

す 

  未実施の方は、地震の際の安全確保行動 

を身につける機会を逃しています。 

研修会や訓練等の機会を捉えて実践し、地震 

に備えましょう。 

令和７年度総合防災訓練実施後アンケート結果 

実施済
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未実施

38%

不明
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74.1%

聞き取りにくい

29.6%
◇ 防災無線は１局当たり半径３００ｍを伝達範囲として設計しています。日ごろからミ

ュージックチャイム放送等を活用して、無線放送を確認しましょう。 

◇ 危機管理課では、放送が聞き取りにくい場合は、スピーカの向き、音量調整等を

個別に対応しています（危機管理課直通番号・0463-94-4865）。 

◇ 防災無線放送は、防災テレホンサービスでも確認できます。 

電話番号は ０５０－３２０４－１７８８ です。  
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問３ あなたの、災害情報の入手方法はどれですか？(複数回答可) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問４ あなたは、市の防災訓練に参加したことがありますか？  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度総合防災訓練実施後アンケート結果 
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◇ テレビ、携帯電話と回答された方が過半数を上回っています。 

   停電時はテレビの使用ができません。携帯電話は予備バッテリー

を準備する必要があります。 

    市でも様々な防災情報を提供していますので、複数の媒体で確

認しておくことをお勧めします。 
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◇ 訓練に参加した方を性別で分析すると、女性の「初めて」の方が過半数

を超えています。今後も女性が参加しやすい訓練メニューを提案します。 
６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７ 



 

 

 

 

問５ 市総合防災訓練の内容はいかがでしたか？ 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

問６ 市総合防災訓練内容の難易度はどうでしたか？ 
 

 
 

 
 
 

 
 

令和７年度総合防災訓練実施後アンケート結果 

易しい

36.4%

やや易

しい
25.8%

どちらで

もない
31.1%

やや難しい

1.6%

◇ 「満足」が６８．２％、「やや満足」が２１．２％で８割を超

える方が満足と回答しています。 

◇ 今年度の総合防災訓練は、参加・体験型をテーマに開催した

ことが要因と考えられます。 

◇ 今後も市民に関心をもってもらえる訓練メニューを提案し

てまいります。 

 
満足

68.2%

やや満足

21.2%

どちらで

もない
7.6%

やや不満

1.5%

◇「易しい」が３６．４％、「やや易しい」が２５．８％で全体

の６割を超えています。 

 

◇ アンケート結果では３１．１％は「どちらでもない」と回答

しています。次回の総合防災訓練では、参加・体験型の訓練メニ

ューを増加するといった取組も必要と考えます。 
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問７ 今回の訓練が災害時にも役立つと思いますか？ 
 

 
 

 

    

 

 

 

 

 

    問８ 今後、どのような防災知識を得たいと思いますか？(複数回答可) 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度総合防災訓練実施後アンケート結果 

思う

83.1%

やや思う

15.4%

どちらで

もない
1.5%

◇「思う」が８３３９．６％、「やや思う」が４５．１％

で合計で８割を超えます。 

なお、２回以上参加されている方で「やや思わない」が

４．１％、「思わない」が２％と回答されています。 

 今後は、先進自治体を参考に、災害時に役立つ訓練メ

ニューを提案していきます。 

59.1%

54.5%

53.0%

27.3%

24.2%

16.7%

15.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自主防災会の活動

地震等の災害発生メカニズム

家庭でできる防災対策

災害ボランティア活動

風水害時の対応

火山災害に備えて

過去の災害事例

◇  アンケートの結果から「自主防災会の活動」の要望

が最も多く５９．１％で、次いで地震等の災害発生メ

カニズムが５４．５％という結果となりました。 

◇  次回の総合防災訓練では、こういった意見を反映さ

せた訓練メニューを提案します。 

 

◇ また、家庭でできる防災対策の要望が多かったこと

から、地域で行う防災訓練等に盛り込むといった取組

を推進してまいります。 

 

９ 



 

 
問９ 本日の感想や市の防災対策など、お気づきの点をご記入ください。 

NO 意見及び感想等 

訓練全体の感想 

１ 関係者の方々のご苦労に感謝する。 

２ 防災知識を得る良い機会となった。 

３ 新規メニューが増えていてとても良かった。 

４ 自治会の訓練でも参考にしようと思った訓練がいくつかあった。 

５ 寒い時期の開催でしたが、防災知識を得る良い機会となった。 

６ 市は、こうした総合防災訓練を継続してほしい。 

７ 防災を考えるきっかけとなった。 

個別訓練メニューに対するご意見 

８ 市が住民に対して何を求めたかったのか、最後まで理解できなかった。 

９ 主会場内の放送が聞き取りにくかった。 

訓練運営・進行に関するご意見 

１０ 受付時の市職員の対応が良くない。特に説明もなく立っているだけ。災害時、本当に大丈夫？と不安に思った。 
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